1873年のウィーン万博は明治政府にとって新国家建設の姿を世界に伝える絶好の機会でした。博覧会委員会の顧問であるワグネルは、日本の近代工業が未発達である現状からみて、日本の存在を知らせるには、日本らしい精巧な美術工芸品を中核として陳列することを得策としました。また、シーボルトも東洋のエキゾチシズムを強調しようと考えました。
これらの目的のため、ウィーン万博では名古屋城の金の鯱鉾や、鎌倉の大仏を実物大の張子にして漆で塗ったものなどが展示され、日本文化の魅力を深く印象付けました。
　1893年のシカゴ万博で、明治政府にはウィーン万博の頃とは明らかに異なる意識が芽生え始めていました。シカゴ万博では平等院鳳凰堂を模した日本のパビリオンがホワイト・シティの中央の小島に建てられたのですが、この展示区画は大きな意味を持っていました。まず、シカゴ万博はホワイト・シティとミッドウェイ・プレザンスという二つの会場から成り立っており、ホワイト・シティは欧米の「文明」の優越性を見せつけるような産業や文化の展示からできていて、ミッドウェイ・プレザンスは非西欧世界のパビリオンやアトラクション、植民地の展示が社会進化論的な人種イデオロギーを強烈に反映させる仕方で並んでいました。

ホワイト・シティに独立したパビリオンを建てることができた日本は帝国としての優越意識を持つようになりました。シカゴ万博の報告書でも日本が欧米列強と同等の地位を得たという考えが記述されています。
　1904年のセントルイス万博では、金閣と日光陽明門をモデルにした日本趣味的なパビリオンが建てられる一方、植民地集落を再現し、大規模な「人間の展示」が行われました。また欧米も、日本を「東洋のギリシャ」として白人優越主義の枠の中に組み入れるようになりました。
　こうして日本は欧米にまなざされる客体として欧米人のエキゾチシズムに訴えつつも、自らもまたもうひとつの「近代」として、欧米と同じように周囲の社会をまなざす主体になるという特殊な立場に立つことになりました。


